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表１　事業活動収支差額比率及びマイナスの割合（法人別）

区　分 集　計
法人数

事業活動収入計
（A）【百万円】

事業活動支出計
（B）【百万円】

基本金組入前
当年度収支差額

（C=A－B）【百万円】

事業活動収支
差額比率

（C/A）【％】

事業活動収支差額比率がマイナス（０％未満）
（うち△20%未満）

法人数【法人】 割　合【％】 法人数【法人】 割　合【％】

大学
法人

23年度 541 5,995,876 5,808,861 187,015 3.1 226 41.8 54 10.0

24 539 5,940,168 5,629,027 311,141 5.2 188 34.9 42 7.8

25 543 6,069,106 5,705,419 363,687 6.0 173 31.9 33 6.1

26 544 6,107,680 5,712,572 395,108 6.5 178 32.7 40 7.4

27 548 6,299,130 6,019,394 279,736 4.4 198 36.1 34 6.2

短期
大学
法人

23年度 120 176,698 168,682 8,016 4.5 55 45.8 11 9.2

24 113 164,737 159,148 5,589 3.4 44 38.9 8 7.1

25 114 168,238 170,224 △ 1,986 △ 1.2 43 37.7 9 7.9

26 112 169,102 161,726 7,376 4.4 46 41.1 11 9.8

27 109 163,860 164,182 △ 　322 △ 0.2 45 41.3 4 3.7

※大学法人…大学を設置している学校法人とする。　　　　　　 　※短期大学法人…大学法人以外で短期大学を設置している学校法人とする。

表２　事業活動収支差額比率及びマイナスの割合（学校別）

区　分 集　計
学校数

事業活動収入計
（A）【百万円】

事業活動支出計
（B）【百万円】

基本金組入前
当年度収支差額

（C=A－B）【百万円】

事業活動収支
差額比率

（C/A）【％】

事業活動収支差額比率がマイナス（０％未満）
（うち△20%未満）

学校数【校】 割　合【％】 学校数【校】 割　合【％】

大学

23年度 592 3,359,855 3,209,655 150,200 4.5 250 42.2 99 16.7

24 588 3,294,579 3,092,060 202,519 6.1 208 35.4 91 15.5

25 591 3,315,646 3,137,069 178,577 5.4 215 36.4 83 14.0

26 592 3,323,374 3,144,999 178,375 5.4 219 37.0 88 14.9

27 596 3,353,984 3,237,051 116,933 3.5 243 40.8 89 14.9

短期
大学

23年度 353 220,026 214,711 5,315 2.4 193 54.7 95 26.9

24 335 193,970 198,493 △ 4,523 △ 2.3 189 56.4 89 26.6

25 337 196,107 199,608 △ 3,501 △ 1.8 170 50.4 83 24.6

26 333 194,110 193,897 213 0.1 187 56.2 86 25.8

27 324 187,522 193,439 △ 5,917 △ 3.2 184 56.8 76 23.5

※大学…学校法人会計基準第13条及び第24条の規定による会計単位としての大学部門とする。
※短期大学…学校法人会計基準第13条及び第24条の規定による会計単位としての短期大学部門とする。

　
私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
28
年
度
学
校

法
人
基
礎
調
査
」
を
基
に
27
年
度
決
算
デ
ー

タ
を
集
計
し
た
『
平
成
28
年
度
版
　
今
日

の
私
学
財
政
（
大
学
・
短
期
大
学
編
）』
の

Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
作
成
し
、
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
学
校
法
人
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
事
業

活
動
収
支
計
算
書
か
ら
事
業
活
動
収
支
差
額

比
率
に
つ
い
て
、
貸
借
対
照
表
か
ら
運
用
資

産
と
要
積
立
額
に
つ
い
て
分
析
し
ま
す
。

法
人
種
別
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率（
表
１
） 

　
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
と
は
、
事
業
活

動
収
入
か
ら
事
業
活
動
支
出
を
差
し
引
い
た

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
の
事
業
活

動
収
入
に
対
す
る
割
合
で
す
。
表
１
・
２
の

26
年
度
以
前
の
デ
ー
タ
は
帰
属
収
入
か
ら
消

費
支
出
を
差
し
引
い
た
帰
属
収
支
差
額
の
比

率
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
比
率
の
プ
ラ
ス

幅
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
自
己
資
本
の
充
実
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
経
営
の
健
全
化
の
た

め
に
は
同
比
率
が
プ
ラ
ス
の
状
態
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
反
対
に
、
同
比

率
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
場
合
は
、
当
年
度

の
事
業
活
動
収
入
で
事
業
活
動
支
出
を
賄
う

こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
資
本
を
取
り
崩
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
要
因
が
臨
時
的
な
場

合
は
別
と
し
て
、
こ
の
状
況
が
長
期
間
続
き

ま
す
と
経
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
資
金
繰

り
に
支
障
を
来
た
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
は
、

学
校
法
人
の
収
支
状
況
を
端
的
に
表
す
も
の

と
言
え
ま
す
。

大
学
法
人

　
大
学
法
人
全
体
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比

率
は
、
26
年
度
の
６
・
５
％
か
ら
４
・
４
％

へ
下
降
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
別
の
学

校
法
人
で
部
門
の
廃
止
等
に
伴
う
資
産
処
分

差
額
が
複
数
発
生
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

法
人
数
は
５
４
８
法
人
の
う
ち
１
９
８
法
人

で
、
そ
の
割
合
は
36
・
１
％
と
な
り
、
26
年

度
の
32
・
７
％
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
20
％
未
満

の
法
人
数
は
26
年
度
の
40
法
人
か
ら
34
法
人

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
法
人

　
短
期
大
学
法
人
全
体
の
事
業
活
動
収
支
差

額
比
率
は
、
26
年
度
の
４
・
４
％
か
ら
マ
イ

ナ
ス
０
・
２
％
へ
下
降
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
個
別
の
学
校
法
人
で
部
門
の
廃

止
等
に
伴
う
資
産
処
分
差
額
が
複
数
発
生
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

平
成
27
年
度
決
算
集
計
か
ら
み
た

　
　　大
学
・
短
期
大
学
の
財
務
状
況

法
人
数
で
す
が
、
１
０
９
法
人
の
う
ち
45
法

人
で
、
そ
の
割
合
は
41
・
３
％
と
な
り
、
26

年
度
の
41
・
１
％
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
20
％
未
満
の

法
人
数
は
26
年
度
の
11
法
人
か
ら
４
法
人
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
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学
校
種
別
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率（
表
２
） 

大
学

　
大
学
全
体
の
事
業
活
動
収
支
状
況
は
、
事

業
活
動
収
入
が
26
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、事
業
活
動
支
出
が
約
９
２
０

億
円
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
事
業
活

動
収
支
差
額
比
率
は
、
26
年
度
の
５
・
４
％

か
ら
３
・
５
％
に
下
降
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

学
校
数
は
、５
９
６
校
の
う
ち
２
４
３
校
で
、

そ
の
割
合
は
40
・
８
％
と
な
り
、
26
年
度
の

37
・
０
％
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
20
％
未
満
の

学
校
数
も
26
年
度
の
88
校
か
ら
89
校
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学

　
短
期
大
学
全
体
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比

率
は
、
26
年
度
の
０
・
１
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス

３
・
２
％
へ
下
降
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

学
校
数
は
、３
２
４
校
の
う
ち
１
８
４
校
で
、

そ
の
割
合
は
56
・
８
％
と
な
り
、
26
年
度
の

56
・
２
％
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
同
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
20
％
未
満
の

学
校
数
は
26
年
度
の
86
校
か
ら
76
校
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

運
用
資
産
と
要
積
立
額
（
表
３
）

　
貸
借
対
照
表
に
基
づ
き
、
学
校
法
人
が
本

来
積
み
立
て
て
お
く
べ
き
減
価
償
却
累
計
額

や
退
職
給
与
引
当
金
等
の
金
額（
要
積
立
額
）

と
そ
れ
に
対
応
し
た
各
種
引
当
特
定
資
産
や

現
金
預
金
、
有
価
証
券
な
ど
の
運
用
資
産
の

保
有
状
況
を
分
析
し
ま
す
。

　
学
校
法
人
の
安
定
的
な
経
営
の
た
め
に

は
、
施
設
設
備
の
拡
充
・
更
新
や
、
教
職
員

の
退
職
金
の
支
払
い
及
び
奨
学
金
の
支
払
い

等
の
将
来
的
に
必
要
と
な
る
資
金
需
要
（
要

積
立
額
）
に
対
し
て
十
分
な
運
用
資
産
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
事
業
活
動
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
の
状
況
が
続
く
等
の
要
因
で
資
金
的
な
余

裕
が
な
く
な
る
と
、
要
積
立
額
に
対
応
す
る

運
用
資
産
を
十
分
に
保
有
で
き
な
い
状
況
や

運
用
資
産
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
支
払
い
に

充
て
て
い
る
状
況
に
な
り
、
本
来
保
有
し
て

お
く
べ
き
金
額
に
対
し
て
不
足
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

大
学
法
人

　
大
学
法
人
で
は
、
運
用
資
産
は
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
一
方
で
減
価
償
却
累
計
額
や

退
職
給
与
引
当
金
等
の
要
積
立
額
も
増
加
し

て
お
り
、
結
果
的
に
は
26
年
度
に
比
べ
て
積

立
不
足
額
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　短
期
大
学
法
人

　
短
期
大
学
法
人
で
は
、
運
用
資
産
は
増
加

し
、
一
方
で
要
積
立
額
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の

た
め
、
26
年
度
に
比
べ
て
積
立
不
足
額
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ま
と
め

　
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
は
学
校
法
人
の

収
支
状
況
を
端
的
に
表
し
ま
す
。
事
業
活
動

収
支
差
額
の
マ
イ
ナ
ス
分
を
補
う
た
め
に
運

用
資
産
を
取
り
崩
す
状
況
が
続
け
ば
、
施
設

の
建
て
替
え
や
設
備
等
の
更
新
計
画
の
遅
れ

に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
減
価

償
却
累
計
額
が
年
々
増
加
し
て
い
る
点
も
、

施
設
・
設
備
等
の
更
新
計
画
を
策
定
す
る
上

で
の
懸
念
材
料
で
す
。

　
過
去
か
ら
蓄
積
し
て
き
た
運
用
資
産
は
、

こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
施
設
設
備
の
拡
充
・
更

新
計
画
や
奨
学
基
金
の
創
設
等
を
盛
り
込
ん

だ
各
学
校
法
人
の
中
長
期
計
画
に
基
づ
い
て

運
用
資
産
の
蓄
積
目
標
を
定
め
、
資
産
運
用

を
行
う
場
合
に
は
目
的
に
か
な
っ
た
運
用
計

画
に
従
っ
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
今
後
も
理
事
長
や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
、教
職
員
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、

教
学
と
経
営
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
法
人
基
礎
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
学
校
法
人
の
皆

様
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
集
計
結
果
を
、
各
学

校
法
人
に
お
け
る
経
営
改
善
・
発
展
に
向
け

た
取
り
組
み
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
お

役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
　
私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル
　center@

shigaku.go.jp

表３　運用資産と要積立額

区　分 集　計
法人数

運用資産
（A）【億円】

要積立額
（B）【億円】

要積立額内訳【億円】 積立不足額
（B－A）【億円】

積立率
（A／B）【％】減価償却

累計額
第２号
基本金

第３号
基本金

退職給与
引当金

大学
法人

23年度 541 91,679 118,641 84,067 9,018 12,919 12,637 26,962 77.3

24 539 92,870 121,535 86,729 8,536 13,788 12,482 28,665 76.4

25 543 94,036 125,028 89,935 8,333 14,226 12,534 30,992 75.2

26 544 94,490 126,341 91,370 7,996 14,592 12,383 31,851 74.8

27 548 97,489 131,729 95,467 8,332 15,138 12,792 34,240 74.0

短期
大学
法人

23年度 120 3,196 4,101 3,406 256 206 233 905 77.9

24 113 3,047 4,020 3,322 270 207 221 973 75.8

25 114 3,185 4,083 3,423 233 210 217 898 78.0

26 112 3,187 4,137 3,476 229 218 214 950 77.0

27 109 3,196 4,135 3,462 239 229 206 939 77.3

※大学法人…大学を設置している学校法人とする。　　　  ※短期大学法人…大学法人以外で短期大学を設置している学校法人とする。
※運用資産…固定資産のうち有価証券と特定資産、流動資産のうち有価証券と現金預金である。
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助
成
業
務

　
私
学
事
業
団
で
は
、
理
事
長
や
学
長
等
、

私
学
の
リ
ー
ダ
ー
が
取
り
組
む
べ
き
経
営
改

善
と
大
学
・
短
期
大
学
の
魅
力
向
上
の
た
め

の
教
学
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
、
問
題
点
の
認
識
と
改
革
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
も

「
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
阪
と

福
岡
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
阪
で
開
催
し
た
大
学
編
は
、
大
学
が
主

体
的
に
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
学
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
が
果
た
す
べ
き

役
割
等
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
定
員
60
名
に
対
し
て
約
２
倍
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
81
名
の
理
事
長
・
学
長
等
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
福
岡
で
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
短
期

大
学
編
は
、
短
期
大
学
の
置
か
れ
た
現
状
の

解
説
や
短
期
大
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
等
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
法
人
ご
と
に
財
務
状
況
の
分
析
等
を
行

う
個
別
法
人
分
析
会
や
、
外
部
有
識
者
に
よ

る
専
門
家
相
談
も
同
時
に
実
施
し
、
問
題
点

を
認
識
し
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
両
会
場
で
実
施
し
た
意
見
交
換
会
で
は
、

経
営
・
教
学
の
諸
課
題
を
共
有
し
、
解
決
策

を
見
出
す
た
め
に
、
具
体
的
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
名
刺
交
換

会
（
懇
親
会
）
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
参
加
者
と
講
師
等
と
の
交
流
が
さ
ら
に

深
ま
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

○
大
学
編

・�

今
後
の
大
学
運
営
に
か
か
る
重
要
事
項
が

分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
最
新
の
情
報

に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

教
育
、
研
究
、
経
営
、
心
、
種
々
の
視
点

か
ら
経
営
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

大
学
ご
と
に
違
い
は
あ
る
が
、
将
来
に
向

け
た
方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、
大
学
が
今

抱
え
て
い
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

た
よ
う
に
思
え
た
。

○
短
期
大
学
編

・�

本
学
の
現
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
聞

く
こ
と
で
、
対
応
策
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

・�

気
付
か
な
か
っ
た
点
や
、
内
部
ゆ
え
判
断

が
つ
か
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
第
三
者

か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
有
益
だ
っ
た
。

・�

学
長
の
統
率
力
発
揮
に
よ
っ
て
大
学
が
大

き
く
変
わ
る
実
例
を
見
る
思
い
が
し
た
。

・�

学
長
と
し
て
行
う
べ
き
具
体
的
な
項
目
が

明
確
に
見
え
て
き
た
気
が
す
る
。

　
私
学
事
業
団
で
は
、
大
学
・
短
期
大
学
の

改
革
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
次
年
度
も
こ
の

私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
含
め
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
　
私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル
　center@

shigaku.go.jp

【大学編】
日程・場所：平成28年11月11日（金）　大阪ガーデンパレス
対象：理事長・理事・学長・副学長
参加：79 法人
�9：50～ 開会挨拶� 私学事業団　理事長　河田悌一
10：00～ 講演①「私立大学の運営課題」� 私学経営情報センター職員
11：00～ 講演②「教育改革の取組とリーダーの役割」

　　　村上雅人�氏（芝浦工業大学　学長）
13：30～ 講演③「国立大学のガバナンス改革」

　　　平野俊夫�氏（量子科学技術研究開発機構　理事長、
　　　　　　　　　　前大阪大学総長）

14：45～ 意見交換会
パネラー　義本博司�氏（文部科学省　大臣官房審議官（高等教育局担当））
　　　　　平野俊夫�氏（量子科学技術研究開発機構　理事長、前大阪大学総長）
　　　　　村上雅人�氏（芝浦工業大学　学長）
　　　　　河田悌一（私学事業団理事長）

16：00～ 名刺交換会（懇親会）・閉会（17：30）

【短期大学編】
日程・場所：平成28年12月１日（木）～２日（金）　福岡ガーデンパレス
対象：理事長・理事・学長・副学長
参加：20 法人
〇１日目
10：30～ 開会挨拶� 私学事業団　理事長　河田悌一
10：40～ 講演①「私立短期大学の運営課題」� 私学経営情報センター職員
12：30～ 講演②「財務分析と学校法人会計基準改正の解説」　　　　〃
13：40～ 講演③「短期大学に関する私学行政について」

　　　君塚剛�氏（文部科学省高等教育局大学振興課　課長補佐）
15：20～ 個別法人分析会（50分入替え制の経営相談）※専門家相談含む
17：00～ 名刺交換会（懇親会）

〇2日目
9：30～ 講演④「比治山大学短期大学部の教育改革の取組」

　　　二宮皓�氏（比治山大学・比治山大学短期大学部　学長）
11：10～ 講演⑤「私立短期大学を取り巻く改革の動きについて」

　　　�麻生隆史�氏（山口短期大学　理事長・学長、
　　　　　　　　　　学校法人第二麻生学園　理事長）　

13：40～ 意見交換会・閉会（15：00）
※講師肩書は講演時、敬称略

平
成
28
年
度
　私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

右から義本文部科学省大臣官房審議官、村上芝
浦工業大学学長、平野前大阪大学総長、河田私
学事業団理事長（大学編・大阪）

個別法人分析会の様子（短期大学編・福岡）
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学
校
法
人
　
い
い
づ
な
学
園

対
象
校
　
こ
ど
も
の
森
幼
稚
園

所
在
地
　
長
野
県
　
長
野
市

対
象
事
業
　
園
舎
鉄
骨
増
築

応
答
者
　
園
　
長
　
内
田
　
明
子
　

氏

　
　
　
　
　
事
務
局
　
柳
沢
ゆ
か
り
　

氏

　
い
い
づ
な
学
園
こ
ど
も
の
森
幼
稚
園
は
、
長

野
県
長
野
市
北
部
、
標
高
１
０
５
０
ｍ
の
飯

綱
高
原
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
近
隣
に
は
飯

綱
・
戸
隠
を
は
じ
め
豊
か
な
森
や
山
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
て
自

然
を
主
軸
に
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
幼
稚

園
で
す
。

園
の
な
り
た
ち

　
１
９
８
３
年
に
自
然
体
験
を
活
動
の
中
心

と
し
た
「
こ
ど
も
の
森
幼
児
教
室
」
と
し
て

開
設
さ
れ
、
２
０
０
５
年
に
学
校
法
人
を
設

立
、
認
可
幼
稚
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
設
当
時
の
園
舎
は
、
園
長
夫
妻
が
居
宅

兼
幼
児
教
室
と
し
て
、
手
造
り
で
建
て
た
丸

太
小
屋
風
の
園
舎
で
し
た
。

新
園
舎
建
設
の
き
っ
か
け

　
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
旧
園
舎

の
耐
震
性
能
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
建

替
え
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
作
り
感
い
っ
ぱ
い
の
旧
園
舎
に
は
愛
着

の
あ
る
方
が
多
く
、
取
り
壊
し
を
惜
し
む
声

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、「
子
ど
も
た
ち
の

安
全
に
は
か
え
ら
れ
な
い
」
と
新
園
舎
の
建

設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

新
園
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
新
園
舎
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
園
長
や

教
諭
が
意
見
を
出
し
合
い
、
旧
園
舎
の
利
点

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
園
の
活
動
に
適
し

た
動
き
や
す
い
間
取
り
に
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
窓
を
大
き
く
取
っ
た
り
、

予
算
の
許
す
限
り
天
然
素
材
を
利
用
し
て
、

光
や
風
な
ど
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
室
は
ひ
と
部
屋
を
大
き
く
し

て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
自
在
に
変
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
、
隠
れ
家
の
よ
う
な
遊
び
場
も
設
け

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
新
園
舎
は
、
広
々
と
し
た
明
る

く
て
気
持
ち
の
い
い
部
屋
、広
い
ベ
ラ
ン
ダ
、

旧
園
舎
と
変
わ
ら
な
い
温
か
み
の
あ
る
趣
と

使
い
勝
手
の
良
い
間
取
り
、
な
ど
の
面
か
ら

旧
園
舎
の
取
り
壊
し
を
残
念
が
っ
て
い
た
保

護
者
や
教
職
員
に
も
、と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
地
域
や
他
の
幼
稚
園
の
方
か
ら
は
、「
山
の

風
景
に
調
和
し
た
園
舎
で
す
ね
」、「
自
然
素

材
が
ふ
ん
だ
ん
で
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
す
ね
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
活
動
に
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

依
頼
を
い
た
だ
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

新
園
舎
と
教
育
理
念

　
自
然
の
中
で
の
体
験
か
ら
生
き
る
力
を
育

ん
で
欲
し
い
と
の
想
い
か
ら
「
い
の
ち
を
慈

し
み
い
の
ち
を
育
む
」
と
い
う
教
育
目
標
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
窓
が
広
く
、

自
然
素
材
を
利
用
し
た
園
舎
は
、
部
屋
の
中

で
も
自
然
を
感
じ
、
自
然
と
一
体
と
な
れ
る

よ
う
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
教

育
理
念
の
実
践
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

事
業
団
融
資
の
活
用

　
事
業
団
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
か

ら
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
融
資
の
検
討
時
か

ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
自
己
資
金
と
公
的
補

助
金
、
寄
付
金
だ
け
で
は
資
金
不
足
だ
っ
た

た
め
融
資
を
検
討
し
た
際
に
、
他
の
金
融
機

関
よ
り
低
金
利
で
あ
っ
た
た
め
、
事
業
団
融

資
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
材
後
記

　
自
然
の
ま
ま
の
森
が
広
が
る
園
庭
で
、
生

き
生
き
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
て
、
外
に

出
て
自
然
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
、

幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
に
な
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

事
業
団
融
資
を
ご
利
用
さ
れ
た
学
校
紹
介

大きな窓を持つ、日本民家とヨーロッパ民家の
イメージを取り入れた新園舎

子どもたちがままごと遊びを楽しんでいる
隠れ家のような遊び場

年長さんと年少さんがペアになって
元気に遊ぶ子どもたち

6912282_P05-08.indd   5 2017/01/23   18:02:08
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学
校
法
人
　
七な

な
つ

松ま
つ

学
園

対
象
校
　
認
定
こ
ど
も
園
　
七
松
幼
稚
園

所
在
地
　
兵
庫
県
　
尼
崎
市

対
象
事
業
　
園
舎
鉄
筋
増
築

応
答
者
　
園
長  

亀
山
　
秀
郎
　

氏

　
学
校
法
人
七
松
学
園
の
七
松
幼
稚
園
は
、

Ｊ
Ｒ
神
戸
線
の
立
花
駅
か
ら
、
閑
静
な
住
宅

街
を
10
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
園
舎
の
外
観
は
緑
の
屋
根
に
ク
リ
ー
ム

色
の
壁
面
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
大
き
な
窓

が
あ
る
、
ま
る
で
英
国
風
景
の
中
に
あ
る
建

物
の
よ
う
で
す
。

　
そ
の
教
育
目
標
は
、
情
緒
豊
か
で
積
極
的

な
行
動
力
の
あ
る
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な

社
会
に
適
応
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
で
す
。

学
園
の
成
り
立
ち

　
七
松
幼
稚
園
は
昭
和
28
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
昔
こ
の
地
域
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
松
林
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
名
に
由
来
し
て
七
松
幼
稚
園
の
名
前

が
付
き
ま
し
た
。
以
来
一
貫
し
て
①
心
身
共

に
、
た
く
ま
し
く
て
、
し
な
や
か
で
、
粘
り

強
い
子
ど
も
に
、
②
じ
り
つ
（
自
立
・
自
律
）

し
て
、
自
ら
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
に
、
③
友

達
と
深
い
関
わ
り
が
持
て
る
子
ど
も
に
、
④

豊
か
な
感
性
を
持
ち
、
創
造
的
に
取
り
組
め

る
子
ど
も
に
、
を
教
育
目
標
と
し
て
尼
崎
市

で
幼
児
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３
年
に
は
神
戸
市
に
姉
妹
園
の
「
神

戸
鹿
の
子
幼
稚
園
」
を
開
園
し
、
ま
た
、
昨

年
の
４
月
か
ら
七
松
幼
稚
園
は
「
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
、
そ
し
て
、
駅

前
に
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の
「
武
庫
ま
つ

の
み
保
育
園
」
も
開
園
す
る
こ
と
で
、
学
園

全
体
の
教
育
・
保
育
環
境
を
ま
す
ま
す
充

実
さ
せ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま

す
。新

園
舎
建
築
に
当
た
っ
て

　
今
回
の
園
舎
建
て
替
え
計
画
の
話
は
、
東

日
本
大
震
災
の
衝
撃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
も
被
災
し
ま
し
た

が
、
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
惨
状

を
見
て
、
旧
園
舎
も
築
45
年
経
っ
て
い
た
老

朽
建
物
で
し
た
の
で
、
耐
震
化
を
含
む
新
園

舎
建
築
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
庁
に
相
談
し
た
際
に
、
認
定
こ
ど

も
園
と
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
金
（
安
心
子

ど
も
基
金
）
の
話
を
い
た
だ
き
、
事
業
団
か

ら
の
借
入
金
を
含
め
て
26
・
27
年
度
の
事
業

と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
の
年
度

で
は
近
隣
の
土
地
を
借
り
て
仮
園
舎
を
建

て
、
園
児
を
移
動
し
た
後
に
旧
園
舎
を
解
体

し
、
一
番
大
き
い
新
築
工
事
は
27
年
度
に
行

い
ま
し
た
。

　
構
想
段
階
に
は
理
事
長
・
園
長
・
副
園

長
・
事
務
長
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
幼
稚
園

や
保
育
園
を
十
数
か
所
見
て
回
り
、
参
考
に

し
ま
し
た
。

新
園
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
新
園
舎
は
、
認
定
こ
ど
も
園
化
に
伴
い
、

保
育
標
準
時
間
も
含
め
た
長
い
時
間
を
過
ご

す
子
ど
も
た
ち
に
、
暖
か
み
の
あ
る
「
第
二

の
家
」
と
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
作
り
ま

し
た
。
外
観
は
、
英
国
の
湖
水
地
方
の
建
築

を
参
考
と
し
、
ま
た
、
画
一
的
に
な
ら
な
い

よ
う
に
窓
の
配
置
や
屋
根
の
高
さ
を
変
え

て
、
童
話
の
世
界
「
三
匹
の
こ
ぶ
た
　
ブ
ー

フ
ー
ウ
ー
」の
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
新
園
舎
が
面
し
て
い
る
の
は
「
日
本
の
道

１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
、
美
し
い
け
や
き

が
立
ち
並
ぶ
「
橘
通
り
」
で
す
。
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
に
あ
る
園
と
し
て
、
有
名
な

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
の
絵
本「
ち

い
さ
い
お
う
ち
」
の
よ
う
に
、
長
い
年
月
が

経
っ
て
、
周
辺
の
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
こ

の
新
園
舎
だ
け
は
変
わ
ら
ぬ
た
た
ず
ま
い
で

い
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
園
舎
中
央
に
は
一
体
的
に
利
用

で
き
る
広
い
中
庭
を
設
け
て
、
光
や
風
を
園

舎
内
に
取
り
込
む
と
と
も
に
、
季
節
に
応
じ

た
飾
り
付
け
の
下
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
か
ら
も
他
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

の
行
動
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
、
０
歳
か

ら
５
歳
ま
で
い
る
中
で
、
ほ
か
の
年
齢
の
子

ど
も
の
様
子
が
子
ど
も
た
ち
同
士
で
も
見
え

る
よ
う
に
し
た
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
上
の
階
か
ら
中
庭
を

見
る
こ
と
が
で
き
、お
互
い
の
存
在
を
知
り
、

俯
瞰
し
て
物
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
設
計
し
ま
し
た
。

　
建
物
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
七
松
幼
稚
園
は
機
関
車
ト
ー
マ
ス
を

模
し
た
園
バ
ス
（
ト
ー
マ
ス
バ
ス
）
を
所
有

し
て
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
新
園
舎
で
は
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー

を
建
物
ピ
ロ
テ
ィ
に
設
け
、
雨
の
日
で
も
子

ど
も
た
ち
が
濡
れ
ず
に
園
舎
に
入
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
教
育
目
標
の
一
つ
に
「
豊
か
な
感
性
を
持

ち
、
創
造
的
に
取
り
組
め
る
子
ど
も
に
」
が

あ
り
ま
す
が
、
新
園
舎
で
は
職
員
室
や
調
理

英国の建物に似た、童話の世界をイメージした美しい外観の新園舎

多目的に使える中庭でのチアリーディング
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室
等
を
子
ど
も
た
ち
が
の
ぞ
け
る
よ
う
に
開

放
的
に
作
っ
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
五
感
で
す
。「
触
る
、

食
べ
る
、
に
お
い
を
か
ぐ
」
と
い
う
体
験
的

な
こ
と
が
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
、
園
庭
に

は
実
の
な
る
樹
や
小
さ
い
た
ん
ぼ
を
作
り
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
を
、
触
る
、
食
べ

る
、
を
実
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
食
事
の
に
お
い
も
大
切
に
し
て
い

て
、
２
階
に
あ
る
調
理
室
か
ら
の
に
お
い
を

３
階
ま
で
届
け
る
た
め
に
専
用
の
扉
を
設
け

て
い
ま
す
。

事
業
団
融
資
の
活
用

　
事
業
団
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
他
の
幼
稚

園
か
ら
、
事
業
団
融
資
を
活
用
し
た
話
を
耳

に
し
た
こ
と
や
、
こ
の
『
月
報
私
学
』
に
も

毎
号
必
ず
目
を
通
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
中
に
、
耐
震
に
関
す
る
融
資
の
利
率
や
紹

介
記
事
が
載
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
活

用
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
他
金
融
機
関
か

ら
も
お
話
は
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
を
比
べ
、
ま
た
、
資
料
作
成
に
関
し
て

も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
今
後
も
安
定
的
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

け
る
私
学
事
業
団
か
ら
資
金
調
達
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

取
材
後
記

　
園
舎
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
た
く
ま
し
く

豊
か
な
感
性
を
育
て
る
教
育
方
針
を
実
践
す

る
工
夫
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
す
て
き
な
園
舎

で
し
た
。
取
材
へ
の
ご
対
応
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新
し
く
出

発
し
た
七
松
学
園
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

さまざまな体験を通してたくましい子を育てる園庭

２階調理室からのにおいを届ける３階の扉

学
校
法
人
　
北
海
道
科
学
大
学

対
象
校
　
北
海
道
薬
科
大
学

所
在
地
　
北
海
道
　
札
幌
市

対
象
事
業
　
校
舎
鉄
筋
増
築

応
答
者
　
財
務
部
長
　
武
山
　
孝
志
　

氏

　
　
　
　
　
総
務
課
長
　
佐
久
間
　
和
則
　

氏

　
学
校
法
人
北
海
道
科
学
大
学
は
、
札
幌
市

手
稲
区
の
緑
豊
か
な
落
ち
着
い
た
環
境
の
な

か
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
手
稲
駅
か

ら
車
で
5
分
ほ
ど
行
く
と
、
閑
静
な
住
宅
街

の
中
に
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え
て
き

ま
す
。

学
園
の
成
り
立
ち

　
学
校
法
人
北
海
道
科
学
大
学
の
創
立
は
、

１
９
２
４
年
の
自
動
車
運
転
技
能
教
授
所
の

開
設
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

北
海
道
工
業
大
学
、
北
海
道
薬
科
大
学
な
ど

の
開
設
、
法
人
名
称
の
変
更
な
ど
を
経
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
長
い
歴
史
の
あ
る
学
校

法
人
で
す
。

　
一
昨
年
の
法
人
創
立
90
周
年
を
起
点
と
し

て
、
２
０
２
４
年
に
迎
え
る
１
０
０
周
年
に

向
け
、「
北
海
道
No.
１
の
実
学
系
総
合
大
学
」

を
目
標
に
掲
げ
、
将
来
を
展
望
し
た
多
く
の

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備

　
改
革
の
一
つ
で
あ
る
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整

備
計
画
で
は
、
工
学
、
医
療
、
薬
学
系
の
教

育
体
制
を
集
約
さ
せ
る
た
め
、
小
樽
市
に

あ
っ
た
「
北
海
道
薬
科
大
学
」
と
札
幌
市
豊

平
区
の
「
北
海
道
科
学
大
学
短
期
大
学
部
」

を
手
稲
区
の
前
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
ま

し
た
。

　
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
大
学
・
短
期

大
学
が
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約
さ

れ
、
実
学
系
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
た
こ

と
で
、
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
緊
密
に
結

ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
団
か
ら
の
融
資

は
、
北
海
道
薬
科
大
学
の
移
転
に
伴
っ
て
受

け
た
も
の
で
す
。

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
出
会
い

　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
実
践
さ

れ
て
い
る
チ
ー
ム
医
療
は
、
多
種
多
様
な
専

門
職
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
い
専
門
性
を
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
連
携
・
補
完
し
合
う
こ
と

で
患
者
の
状
況
に
的
確
に
対
応
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
実
学
系
総
合
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
た
こ
と

で
、
学
生
た
ち
は
、
他
の
医
療
専
門
職
を
目

指
す
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、
そ
の
知
識
や 多くの仲間とチーム医療を学ぶ
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技
術
、
考
え
方
に
接
し
、
互
い
に
理
解
し
合

う
こ
と
で
実
践
的
な
チ
ー
ム
医
療
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
専
門
家
は
自
分
の
専
門
性
を
中
心
と
し
て

も
の
を
見
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
で
得
ら
れ
る
多
く
の
出
会
い
は

多
面
的
な
視
野
を
育
み
、
医
療
の
新
し
い
時

代
を
切
り
開
く
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

新
校
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
正
門
前
の
メ
イ
ン
の
道
路
に
開
か
れ
た
形

で
並
ぶ
新
校
舎
群
は
、
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル

性
の
強
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
に
お
い
て
、
複
数
の

大
学
が
集
ま
る
の
で
、
大
学
や
学
部
の
垣
根

を
越
え
た
統
合
を
表
現
す
る
た
め
に
、
外
観

は
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
共
通
ル
ー
ル
と
な
る

よ
う
な
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
降
雪
に
対
す
る
配
慮
と
内
部
空

間
の
可
変
性
に
影
響
を
受
け
な
い
外
観
と
し

て
、
柱
型
の
縦
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
を

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
柱
型
の
縦
基
調
デ
ザ
イ
ン
は
、
旧
北
海
道

工
業
大
学
の
既
存
校
舎
よ
り
引
き
継
が
れ
て

い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
柱
型
に
奥
行
き

を
持
た
せ
た
こ
と
で
、
雪
で
覆
わ
れ
る
季
節

に
お
い
て
も
力
強
い
陰
影
が
校
舎
の
存
在
感

を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献

　
北
海
道
科
学
大
学
で
は
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
、
活
躍

で
き
る
学
生
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
生
活
と
産
業
を
支
え
て
い
る
卒
業

生
は
学
生
と
地
域
社
会
を
一
つ
に
結
び
付
け

る
鍵
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
は
、
卒
業
生
が
多
く
在
籍
す

る
建
設
会
社
で
の
施
工
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
工
事
現
場
を
で
き
る
だ
け
外
か
ら
見
え

る
よ
う
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
建
設
途
中

の
工
事
現
場
を
工
学
部
の
建
築
学
科
、
機
械

工
学
科
の
学
生
に
見
せ
て
、「
生
き
た
教
材
」

と
し
て
、
授
業
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
工
事
で
卒
業
生
か
ら
得
ら
れ
た
も

の
が
、
貴
重
な
知
識
や
記
憶
と
し
て
、
学
生

の
将
来
に
生
か
さ
れ
、
特
に
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

事
業
団
融
資
の
活
用

　
事
業
団
の
融
資
を
知
っ
た
の
は
、『
月
報

私
学
』
に
融
資
の
お
知
ら
せ
が
載
っ
て
い
る

の
を
た
び
た
び
見
て
い
た
こ
と
と
、
以
前
、

事
業
団
か
ら
融
資
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　
事
業
団
か
ら
融
資
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た

決
め
手
は
、
融
資
か
ら
3
年
目
ま
で
は
無
利

子
で
あ
る
な
ど
、
他
の
金
融
機
関
に
比
べ
て

条
件
が
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

取
材
後
記

　
近
年
、
地
方
の
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
み
、
地
方
創
生
の
た
め
、
地
域
産
業
を
担

う
人
材
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、

北
海
道
科
学
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
や

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
表
さ
れ
て
い
る
「
地
域

に
貢
献
し
、
地
域
と
共
に
成
長
す
る
」
と
い

う
理
念
が
体
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
今
回
の

取
材
を
通
じ
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
取
材
時
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
機
械

式
搭
時
計
は
、
札
幌
の
時
計
台
の
機
構
を
踏

襲
し
た
も
の
で
、
今
回
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整

備
計
画
の
実
施
に
当
た
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
搭
時
計
の
鳴
り
響
く
鐘
の
音
が
、
法
人
の

未
来
へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
で
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
取
材
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
た
各
法
人
の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
活
気
あ
る
学
校
の
様
子
を
肌
で
感
じ
、
記

事
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

�

【
取
材
　
企
画
室
】

外から見える工夫をした工事現場

札幌時計台の機構を踏襲した搭時計

柱型の縦を基調とした新校舎群
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◆
利
用
で
き
る
事
業

短
期
給
付
事
業
　
た
だ
し
、
在
職
中
か
ら
継

続
し
て
傷
病
手
当
金
・
出
産
手
当
金
の
要
件

（
喪
失
後
の
給
付
）
に
該
当
し
て
い
る
場
合

を
除
き
、
休
業
給
付
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
事
業
　
た
だ
し
、
貸
付
け
と
積
立
貯
金

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
年
金
等
給
付
事
業
は
継
続
し
ま
せ
ん
。

◆
加
入
の
要
件

　「
退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日

以
上
加
入
者
で
あ
っ
た
者
」

次
の
場
合
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

・�

４
月
１
日
に
採
用
し
翌
年
３
月
31
日
に
退

職
し
た
場
合

・�

退
職
前
１
年
以
内
に
任
意
継
続
加
入
者
で

あ
っ
た
場
合

・�

退
職
時
に
75
歳
以
上
で
あ
る
場
合

◆
継
続
で
き
る
期
間

　「
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
最
長
２
年
間
で
満
了
」

　
た
だ
し
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
た
め
、
２
年

の
満
了
前
で
も
自
動
的
に
資
格
喪
失
し
ま
す
。

◆
申
し
出
の
手
続
き

　
退
職
の
日
か
ら
20
日
以
内
に
学
校
法
人
等

を
通
し
て
「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格

喪
失
報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
任

意
継
続
加
入
者
の
申
し
出
は
、
３
月
の
「
事

前
受
付
」（
本
誌
10
頁
参
照
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
保
険
制
度
で
は
被
保
険
者

（
本
人
）
と
し
て
加
入
す
る
場
合
は
そ
の
健

康
保
険
等
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
任
意
継
続
加

入
者
の
申
し
出
後
に
、
他
の
健
康
保
険
等
の

被
扶
養
者
又
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
も
、
任
意
継
続
加
入
者
の

申
し
出
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
改
め
て
任
意
継
続
加
入
者
の
資
格
喪
失

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
任
意

継
続
掛
金
を
比
較
す
る
場
合
、
離
職
の
理
由

（
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
等
）
に
よ
り
国

民
健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
市
町
村
等
の
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
者
証
等
の
送
付

　
任
意
継
続
加
入
者
の
資
格
取
得
処
理
後
、

加
入
者
の
住
所
宛
て
に「
任
意
継
続
加
入
者

証
」（
被
扶
養
者
が
い
る
人
に
は
「
任
意
継
続

加
入
者
被
扶
養
者
証
」）
と
、「
任
意
継
続
掛

金
納
付
通
知
書
」
及
び「
任
意
継
続
加
入
者

の
し
お
り
」
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、在
職
中

に
使
用
し
て
い
た
「
加
入
者
証
」、「
加
入
者

被
扶
養
者
証
」
及
び
私
学
事
業
団
が
交
付
し

た
「
認
定
証
」
や
「
受
給
者
証
」
は
必
ず
学

校
法
人
等
を
通
し
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
任
意
継
続
期
間
中
の
掛
金
等

　
任
意
継
続
加
入
中
は
、
任
意
継
続
掛
金

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
は
介
護
分
掛
金
を
含

み
ま
す
）
を
全
額
自
己
負
担
し
ま
す
。

　
掛
金
額
は
退
職
時
の
標
準
報
酬
月
額
又
は

標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額
（
平
成
29
年
４
月

以
降
38
万
円
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額
を

基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
方
法
は
、
毎
月
納
付
の
ほ
か
、
半
期

ご
と
又
は
年
度
末
ま
で
の
一
括
納
付
が
あ

り
、
一
括
納
付
は
一
定
の
割
り
引
き
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
前
納
割
引
制
度
）。

　
掛
金
は
納
付
通
知
書
に
よ
り
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
納
付
期
限
ま
で
に
掛
金
の
払
い

込
み
が
無
い
場
合
は
、
任
意
継
続
加
入
者
の

資
格
を
喪
失
し
ま
す
。
一
度
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
資
格
取
得
時
に
遡
っ
て
取
り
消
し

ま
す
。
こ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
等
は
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
任
意
継
続
加
入
者
の
資
格
取
得
月

と
同
月
内
に
75
歳
に
達
し
た
と
き
や
、
同
月

内
に
就
職
し
て
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
、

月
の
途
中
で
任
意
継
続
の
資
格
を
喪
失
し
て

も
、
そ
の
月
の
掛
金
は
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
29
年
４
月
よ
り
、
毎
月
納
付
の
み
口
座
振

替
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。「
任
意
継
続

加
入
者
申
出
書
」が
新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
受
付
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
新
用

紙
で
口
座
振
替
を
選
択
す
る
と
後
日
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
任
意
継
続
加
入
者
宛
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
本
人
が
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
開
始
ま
で
２
～
３
か
月
か
か
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
同
封
す
る
納
付

通
知
書
で
の
納
付
が
必
要
で
す
。
振
り
替
え

が
で
き
る
口
座
は
給
付
金
受
取
口
座
と
同
じ

口
座
に
限
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
上
旬
に
送
付
す

る
任
意
継
続
掛
金
早
見
表
に
同
封
の
通
知
文

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
脱
退
（
資
格
喪
失
）
の
手
続
き

　
２
年
満
了
し
た
と
き
や
、
75
歳
に
到
達
し

た
と
き
は
、
自
動
的
に
資
格
喪
失
し
ま
す
。

　
２
年
満
了
前
に
、
国
民
健
康
保
険
（
医
師

会
国
保
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
組
合
も
含
み

ま
す
）
へ
の
加
入
や
、
健
康
保
険
等
の
被
扶

養
者
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
は
、
切

り
替
え
た
い
月
の
前
月
中
（
例
　
29
年
４
月

１
日
に
切
り
替
え
た
い
場
合
は
３
月
中
）
に

「
任
意
継
続
加
入
者
資
格
喪
失
申
出
書
」
を

提
出
（
切
り
替
え
た
い
月
の
前
月
分
ま
で
の

掛
金
納
付
を
忘
れ
ず
に
）
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
康
保
険
（
私
学
共
済
を
含
み
ま
す
）

の
あ
る
職
場
に
再
就
職
し
た
と
き
や
加
入
者

が
死
亡
し
た
と
き
も
「
任
意
継
続
加
入
者
資

格
喪
失
申
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
任
意
継
続
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

「
任
意
継
続
加
入
者
証
」「
任
意
継
続
加
入
者

被
扶
養
者
証
」
及
び
継
続
期
間
中
に
私
学
事

業
団
が
交
付
し
た
「
認
定
証
」
や
「
受
給
者

証
」
は
必
ず
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　
退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日
以
上
加
入
者
で
、
か
つ
75
歳
未
満
の
人
は
、
２
年
を
限
度

と
し
て
任
意
継
続
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
継
続
加
入
者
制
度
の
ご
案
内業務

部
資
格
課
・
掛
金
課
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事
前
受
付
の
対
象
と
な
る
報
告

提
出
上
の
注
意

①�

３
月
中
に
加
入
者
証
等
が
学
校
法
人
等
に

届
い
た
場
合
で
も
、
４
月
１
日
以
後
に
該

当
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
事
由
発
生
日

前
の
加
入
者
証
等
を
医
療
機
関
等
に
提
示

し
た
場
合
、
不
正
使
用
の
扱
い
と
な
り
ま

す
。

②�

平
成
29
年
１
月
よ
り
、
資
格
取
得
報
告
書

及
び
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
入
欄
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

記
入
漏
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　�

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類
は
添

付
不
要
で
す
。

③�

提
出
書
類
は
記
入
漏
れ
や
誤
り
の
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
学
校
記

号
番
号
に
誤
り
が
あ
る
と
別
の
学
校
法
人

等
の
加
入
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま

い
、
誤
っ
て
取
得
さ
せ
た
学
校
法
人
等
に

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
個
人
情
報
（
氏
名
、
報

酬
月
額
、
住
所
等
）
が
別
の
学
校
法
人
等

に
通
知
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
し

て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
取
得
・
資
格
喪
失
報
告
書
の
事
前
受
付

　
　
３
月
１
日
（
水
）
受
け
付
け
開
始

④�

「
資
格
取
得
報
告
書
」を
作
成
す
る
際
は
、

資
格
を
取
得
す
る
人
の
私
学
共
済
制
度
の

加
入
履
歴
を
確
認
し
、「
新
規
資
格
取
得
」

「
継
続
資
格
取
得
」「
再
資
格
取
得
」
の
い

ず
れ
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤�

「
資
格
取
得
報
告
書
」
の
基
礎
年
金
番
号

欄
は
、
必
ず
資
格
を
取
得
す
る
人
に
確
認

し
て
か
ら
正
確
に
記
入
し
、
基
礎
年
金
番

号
を
確
認
し
た
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　�

な
お
、
基
礎
年
金
番
号
が
な
い
場
合
に
は
、

必
ず
そ
の
理
由
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥�

書
類
不
備
に
よ
り
返
送
等
さ
れ
た
場
合

は
、
資
格
取
得
の
確
認
が
遅
れ
、
加
入
者

証
の
交
付
が
遅
く
な
り
ま
す
。

⑦�

継
続
資
格
取
得
者
の
資
格
取
得
の
処
理

は
、
前
任
校
の
資
格
喪
失
が
確
認
さ
れ
る

ま
で
、
保
留
と
な
り
ま
す
。

　�

前
任
校
の
資
格
喪
失
が
確
認
で
き
次
第
加

入
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
。

⑧�

継
続
資
格
取
得
の
加
入
者
に
、
前
任
校
で

す
で
に
認
定
し
て
い
る
被
扶
養
者
が
い
る

と
き
は
、
自
動
的
に
被
扶
養
者
と
し
て
認

定
し
加
入
者
被
扶
養
者
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、「
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
」
の
提

出
は
不
要
で
す
。

⑨�
任
意
継
続
加
入
者
が
２
年
間
の
期
間
満
了

前
に
再
資
格
取
得
す
る
と
き
は
、
事
前
受

付
の
対
象
外
で
す
。
た
だ
し
、
任
意
継
続

期
間
が
２
年
で
満
了
し
て
い
る
場
合
は
、

再
資
格
取
得
を
受
け
付
け
ま
す
。

報
告
内
容
の
訂
正

①�

事
前
受
付
の
報
告
書
の
内
容
に
誤
り
が

あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
「
訂
正
申
出
書
」

等
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　�

な
お
、
訂
正
の
処
理
は
４
月
１
日
以
後
に

行
い
ま
す
。

②�

「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
提
出
し
た
後
に
再
就
職
が
決
定

し
、
資
格
喪
失
日
（
退
職
日
の
翌
日
）
か

ら
他
の
健
康
保
険
又
は
共
済
組
合
等
に
本

人
と
し
て
加
入
し
た
場
合
は
、
任
意
継
続

の
「
取
下
申
出
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
用
紙
は
私
学
事
業
団
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
）。

加
入
者
証
等
の
取
り
扱
い

①�

３
月
31
日
退
職
者
は
、
退
職
日
ま
で
は
加

入
者
証
等
を
使
用
し
て
保
険
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
者
証
等
は
退

職
後
直
ち
に
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

「
資
格
取
得
報
告
書
」
と
「
被
扶
養
者
認

定
申
請
書
」
を
同
時
に
提
出
し
た
場
合
で

も
、
被
扶
養
者
の
認
定
処
理
に
時
間
が
か

か
り
、
加
入
者
本
人
の
加
入
者
証
の
み
が

先
に
送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③�

報
告
内
容
の
訂
正
を
し
た
場
合
は
、
訂
正

処
理
後
に
正
し
い
内
容
の
加
入
者
証
等
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
訂
正
前
の
加
入
者
証

等
は
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　�

な
お
、
正
し
い
内
容
の
加
入
者
証
等
の
発

送
は
４
月
１
日
以
後
と
な
り
ま
す
。

業
務
部
資
格
課

対象となる報告書等 事由発生日

資格取得報告書（短時間労働加入者用も含む）
・新規資格取得
・継続資格取得
・再資格取得※１

所属学校等変更報告書
被扶養者認定申請書※２

４月１日
　資格取得
　所属学校変更
　被扶養者認定※２

資格喪失報告書
任意継続加入者申出用資格喪失報告書

３月31日
　退職

※１　任意継続の満了前の再資格取得は対象外です。
※２　資格取得と同時申請の場合に限ります。

　
毎
年
４
月
は
、
３
月
31
日
の
退
職
や
４
月
１
日
の
採
用
に
よ
る
報
告
が
集
中
し
ま
す
。
加
入

者
証
等
を
で
き
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
た
め
、
私
学
事
業
団
で
は
今
年

も
各
種
報
告
の「
事
前
受
付
」を
３
月
１
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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２
月
に
入
り
、
年
度
末
・
新
年
度
に
向
け
、
採
用
等
に
か
か
る
手
続
き
の
準
備
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
私
学
事
業
団
で
は
、
３
月
１
日
か
ら
資
格
取
得
報
告

書
等
の
事
前
受
付
を
開
始
し
ま
す
が
（
本
誌
10
頁
）、
こ
こ
で
は
、
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者

資
格
に
関
し
て
、
照
会
の
多
い
点
、
誤
解
の
多
い
点
な
ど
、
留
意
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

加
入
者
の
要
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

次
の
資
料
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

・�「
平
成
28
年
版
　
事
務
の
手
引
」
の
24
～

34
頁

・
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

28
年
10
月
か
ら
の
改
正
事
項
（
短
時
間

労
働
加
入
者
の
要
件
、
資
格
取
得
基
準

で
あ
る
４
分
の
３
基
準
の
明
確
化
）
に

つ
い
て
は
、
28
年
８
月
に
学
校
法
人
等

宛
て
に
送
付
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

個
人
の
意
思
等
で
加
入
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
資
格
は
法
律
で

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
加
入
者

資
格
を
満
た
す
と
き
は
、
必
ず
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（
強
制
加
入
）。
こ
の
た
め
、

加
入
者
資
格
を
満
た
す
場
合
は
、
個
人
の
意

思
等
で
加
入
し
な
か
っ
た
り
、
途
中
で
や
め

た
り
、
短
期
給
付
や
年
金
等
給
付
の
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

学
校
で
「
教
職
員
」
と
位
置
付
け
て
い
な

い
非
常
勤
、
パ
ー
ト
等
で
採
用
し
た
者
に

つ
い
て
は
、
加
入
者
と
し
な
く
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　
私
学
共
済
法
上
の
「
教
職
員
等
」
と
は
、

「
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
学
校
法

人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も
の
（
私
学
共
済

法
第
十
四
条
）」
と
さ
れ
て
お
り
、
採
用
形

態
や
職
種
、
職
名
等
で
区
別
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
特
に
、
正
規
雇
用
で
は
な
い
人
の
場
合
、

「
非
常
勤
」、「
日
雇
」、「
パ
ー
ト
」、「
ア
ル

バ
イ
ト
」
等
、
学
校
法
人
等
に
よ
り
採
用
形

態
、
職
種
や
職
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
勤

務
す
る
者
の
職
種
や
職
名
等
に
よ
っ
て
加
入

者
の
資
格
の
有
無
の
区
別
を
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

法
人
職
員
や
収
益
事
業
部
門
に
所
属
し
て

い
る
職
員
、
学
校
法
人
が
設
置
す
る
保
育

所
の
職
員
は
加
入
者
と
し
な
く
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　
前
述
の
通
り
、
私
学
共
済
法
上
の
「
教
職

員
等
」
と
は
「
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る

者
で
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も

の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
法
人
等

内
で
ど
の
部
門
に
配
属
さ
れ
て
い
る
の
か
に

よ
っ
て
加
入
者
資
格
の
有
無
を
区
別
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

学
校
法
人
等
の
代
表
者
、
理
事
、
個
人
立

幼
稚
園
の
設
置
者
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
雇
用
主
で
あ
る
学
校
法
人
等
代
表
者
、
理

事
等
や
、
個
人
立
学
校
（
幼
稚
園
）
の
設
置

者
に
つ
い
て
は
、
報
酬
を
支
給
す
る
立
場
に

あ
る
人
で
す
が
、
そ
の
地
位
に
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
私
学
共
済
法
上
の
「
教
職
員
等
」
か

ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
人
の
教
職
員
を
採
用
し
た
場
合
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

　
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
れ
る
か
ど

う
か
に
、
国
籍
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
等
の
補
助
が
人
件
費
の
財
源
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
国
、
地
方
自
治
体
等
の
補
助
が
人
件
費
の

財
源
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当

該
補
助
を
一
旦
学
校
法
人
等
で
受
け
、
学
校

法
人
等
か
ら
報
酬
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
私
学
共
済
法
上
「
学
校
法
人
等
か
ら
報

酬
を
受
け
る
」
に
該
当
し
ま
す
。

加
入
者
が
休
職
す
る
場
合
、
加
入
者
資
格

は
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

　
産
前
産
後
休
業
や
育
児
休
業
・
介
護
休
業

を
取
得
す
る
と
き
は
、
学
校
法
人
等
か
ら
の

報
酬
を
受
け
な
く
て
も
加
入
者
資
格
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
の
場
合
に
お
け

る
休
職
の
事
由
に
相
当
し
公
務
員
と
同
等
の

休
職
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
と
き
（
そ
の
取

扱
い
の
期
間
中
、
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を

受
け
る
場
合
に
限
る
）
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
報
酬
の
全
部
又
は
一
部
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
態
と
し
て
当
該
学
校

法
人
等
と
の
間
に
常
用
的
な
使
用
関
係
が
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬

を
受
け
る
も
の
と
み
な
し
、
加
入
者
資
格
を

維
持
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
休
職
期
間
中

は
公
務
員
の
場
合
に
お
け
る
休
職
の
取
り
扱

い
を
勘
案
し
て
、
実
態
と
し
て
当
該
学
校
法

人
等
と
の
間
の
常
用
的
な
使
用
関
係
が
終
了

し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
加
入
者

資
格
を
喪
失
し
ま
す
。

私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
資
格
に

関
す
る
留
意
点

業
務
部
　
資
格
課
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無
効
の
加
入
者
証
等
の
回
収
と
返
納
の
お
願
い

業
務
部
　
資
格
課

　
加
入
者
が
退
職
し
た
り
、
被
扶
養
者
が
就

職
す
る
な
ど
、
左
記
の
事
由
に
該
当
し
た
場

合
に
は
、
必
ず
無
効
と
な
っ
た
加
入
者
証
及

び
加
入
者
被
扶
養
者
証
を
私
学
事
業
団
に
返

納
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
事
業
団
で
は
加
入
者
証
等
の
回
収
記
録

を
個
別
に
管
理
し
、
返
納
事
由
に
該
当
し
た

と
き
は
回
収
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
督
促
を
行

い
、
回
収
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
無
効
と
な
っ
た
加
入
者
証
等
を
使
用
し
て

保
険
診
療
を
受
け
る
と
、
後
日
、
医
療
費
返

還
等
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
加
入
者
証
等
を
返
納
す
る
主
な
事
由
】

①�

加
入
者
が
退
職
（
資
格
喪
失
）
し
た
と
き

（
継
続
資
格
取
得
し
た
場
合
も
含
み
ま
す
）

②�

所
属
学
校
を
変
更
し
た
と
き

③�

氏
名
を
変
更
・
訂
正
し
た
と
き
や
生
年
月

日
・
性
別
を
訂
正
し
た
と
き

④�

被
扶
養
者
の
取
り
消
し
を
し
た
と
き

⑤�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
場
合

・
75
歳
に
な
っ
た
と
き

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
状
態

に
あ
る
と
広
域
連
合
に
認
定
さ
れ
た
と
き

　
な
お
、
紛
失
等
に
よ
り
加
入
者
証
等
が
返

納
で
き
な
い
場
合
は
、「
加
入
者
証
等
返
納

不
能
届
書
」（
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を
本
事
業
団
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
者
証
等
の
返
納（
又
は
返
納
不
能
届
）

が
一
定
期
間
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
該

当
の
学
校
法
人
等
に
対
し
て
「
加
入
者
証

等
回
収
調
査
票
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
等
に
よ
り
加
入
者
証
や
加
入
者

被
扶
養
者
証
の
再
交
付
を
依
頼
す
る
場

合
は
所
定
の
「
加
入
者
証
・
加
入
者
被

扶
養
者
証
・
高
齢
受
給
者
証
再
交
付
申

請
書
」
を
使
用
し
、
学
校
法
人
等
か
ら

本
事
業
団
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
こ

の
場
合
は
、
加
入
者
証
等
返
納
不
能
届

書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
任
意
継
続
加
入
者
に
か
か
る
加
入
者
証
等

の
返
納
】

　
任
意
継
続
加
入
者
期
間
が
終
了
し
た
と
き

や
、
上
記
③
～
⑤
に
該
当
し
た
と
き
な
ど
、

無
効
と
な
っ
た
任
意
継
続
加
入
者
証
（
被
扶

養
者
の
分
も
含
み
ま
す
）
は
必
ず
返
納
す
る

よ
う
、
退
職
時
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

　
借
受
人
が
退
職
し
加
入
者
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
は
、
即
時
償
還
と
な
り
未
償
還
金
全

額
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校

法
人
等
は
退
職
手
当
等
か
ら
未
償
還
金
を
控

除
し
、
不
足
分
は
加
入
者
か
ら
受
領
し
て
私

学
事
業
団
に
払
い
込
み
く
だ
さ
い
。

　
仮
に
、
退
職
手
当
等
か
ら
控
除
を
せ
ず
に

債
務
不
履
行
と
な
っ
た
場
合
は
、
学
校
法
人

等
全
体
に
対
し
て
貸
付
け
の
制
限
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
資
格
喪
失
の
確
認
後
に
即
時
償
還
を
す
る

場
合
の
取
り
扱
い
】

　
学
校
法
人
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
資
格
喪

失
報
告
書
」
を
本
事
業
団
が
確
認
す
る
と
自

動
的
に
即
時
償
還
の
扱
い
と
な
り
、
即
時
償

還
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
の
定
期
償
還

　
原
則
、
退
職
直
後
の
定
期
償
還
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
事
前
受
付
に
よ
る
資

格
喪
失
を
除
き
ま
す
）。

②
償
還
期
限
日
（
払
込
期
限
）

　
即
時
償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
60
日
後

が
償
還
期
限
日
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

　
最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
と
払
込
日

ま
で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

　
払
込
日
が
異
な
る
複
数
枚
の
払
込
取
扱
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
払
込
日
に
応
じ
た
一

枚
を
使
用
し
て
払
い
込
み
く
だ
さ
い
。

様
式
用
紙
等
の
請
求
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
請
求

が
便
利
で
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
様
式
用
紙
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕で
は
、
①
キ
ー
ワ
ー
ド
②

内
容（
分
類
）別
③
用
紙
名（
あ
い
う
え
お
順
）

の
３
と
お
り
の
方
法
で
用
紙
を
検
索
で
き
ま

す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
用
紙
に
つ
い

て
は
、
請
求
方
法
等
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
請
求
す
る

様
式
用
紙
等
の
請
求
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
任
意
の
用

紙
に
①
学
校
名
②
学
校
記
号
番
号
③
郵
便
番

号
・
送
付
先
住
所
④
連
絡
先
電
話
番
号
⑤
担

当
者
名
⑥
用
紙
名
（
様
式
番
号
不
要
）
⑦
必

要
部
数
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

請　求　先 様式用紙等の
請求専用FAX

広報相談センター相談室 03（3813）1081

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1149

福岡ガーデンパレス 092（713）3581

様
式
用
紙
等
の
請
求
方
法

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
相
談
班

貸
付
金
に
か
か
る
退
職
時
の

退
職
手
当
等
か
ら
の
控
除

福
祉
部
　
貸
付
課
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共
済
業
務

　平
成
28
年
度

　特
定
健
康
診
査
結
果
の
提
出
期
限

　
28
年
度
の
特
定
健
診
結
果
デ
ー
タ
（
28
年

４
月
１
日
～
29
年
３
月
31
日
受
診
分
）
の
最

終
提
出
期
限
は
、
29
年
５
月
31
日
と
な
り
ま

す
。

　
提
出
期
限
前
は
非
常
に
提
出
件
数
が
集
中

す
る
た
め
、
結
果
通
知
（
健
康
情
報
冊
子

「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ
（
ク
ピ
オ
）」）
の
発
送
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
提
出
期
限
に
か
か
わ
ら

ず
、
定
期
健
康
診
断
終
了
後
の
速
や
か
な
提

出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
が
最
終
提
出
期

限
ま
で
に
到
着
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該

年
度
の
結
果
通
知
（
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ

Ｐ
ｉ
Ｏ
（
ク
ピ
オ
）」）
や
「
特
定
保
健
指
導

利
用
券
」
の
送
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※�

学
校
法
人
等
か
ら
の
特
定
健
診
に
関
す
る

記
録
の
写
し
等
の
デ
ー
タ
提
供
に
つ
い
て

は
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
第
27
条
及
び
厚
生
労
働
省
令
（
平

成
19
年
第
１
５
７
号
第
14
条
）
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

　平
成
28
年
度
特
定
保
健
指
導

　利
用
券
の
有
効
期
限

　
28
年
度
の
特
定
保
健
指
導
利
用
券
の
有
効

期
限
は
、
29
年
７
月
31
日
で
す
。
有
効
期
限

内
に
初
回
面
談
を
受
け
る
よ
う
、
対
象
者
へ

の
利
用
勧
奨
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
保
健
指
導
利
用
期
間
中
に
、

退
職
等
に
よ
り
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
は
、利
用
券
の
有
効
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
時
点
で
特
定
保
健
指
導
は
中
止
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
、
任
意
継
続
加
入
者
に
な
る

人
は
、
継
続
し
て
特
定
保
健
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
）。

　
資
格
喪
失
後
も
保
健
指
導
の
継
続
を
希
望

す
る
場
合
、
資
格
喪
失
後
に
発
生
し
た
保
健

指
導
費
用
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
や
す
い

　環
境
作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
特
定
保
健
指
導
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
特
定
の
医
療
機
関
等
と
集
合
契
約
を
締

結
し
て
お
り
、
保
健
指
導
対
象
者
に
は
個
々

に
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
特
定
保

健
指
導
機
関
の
多
く
は
、
休
日
は
休
診
と
な

る
た
め
、
利
用
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
私
学
事
業
団
で
は
、
保
健
指
導

対
象
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て

「
学
校
訪
問
型
保
健
指
導
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
学
校
訪
問
型
保
健
指
導
は
、
授
業
の

合
間
等
の
空
き
時
間
に
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
利
用
し
て
い
る
学
校
法
人
等
か
ら

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
頃
多
忙
な
教
職
員
の
健
康
管
理
の
一
環

と
し
て
、
ぜ
ひ
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
希
望
す
る
学
校
法
人
等
は
、
保
健

課
、
共
済
業
務
課
又
は
委
託
先
で
あ
る
次
の

保
健
指
導
機
関
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）

　
　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
☎
０
３
（
５
２
０
９
）
８
５
５
３

　
　
　
担
当
　
橋
本
、
松
村

　
　
受
付
時
間
（
平
日
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
～
17
時

　被
扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
の

　受
診
勧
奨

　
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
の
受
診
券
は
、
学

校
法
人
等
を
通
し
て
加
入
者
に
配
付
し
て
い

ま
す
。

　
27
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
実
績
で
は
、

受
診
券
を
使
用
し
た
被
扶
養
者
は
２
万
８
０

０
０
人
ほ
ど
で
、
特
定
健
康
診
査
対
象
者
の

特
定
健
康
診
査（
事
業
主
健
診
等
）の
結
果
デ
ー
タ
の

提
出
期
限
と
特
定
保
健
指
導
の
実
施
勧
奨

―
定
期
健
康
診
断
終
了
後
は
、速
や
か
に
結
果
デ
ー
タ
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
―

福
祉
部 

保
健
課

約
28
・
６
％
と
い
う
低
い
割
合
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
事
業
団
の
被
扶
養

者
に
限
ら
ず
、
各
医
療
保
険
者
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
特
化
し
た
健
診
で
検
査
項
目
も

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
生
活
習
慣
に
よ
る
病
気
の
リ
ス
ク

を
発
見
し
、
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
の
で
き

る
健
診
で
す
。
ぜ
ひ
、
配
付
さ
れ
た
受
診
券

を
活
用
し
て
、
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

　
学
校
法
人
等
に
お
い
て
も
、
加
入
者
の
み

な
ら
ず
被
扶
養
者
の
受
診
勧
奨
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
28
年
度
分
の
特
定
健
診
受
診
券
の

有
効
期
限
は
、
29
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください

共済業務

１日（水） 資格  事前受付開始
２日（木） 貸付  送金
６日（月） 貸付  ２月分定期償還期限
10日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（水） 貸付  ４月３日送金申し込み・任意償還申出締め切り

２日（木） 貸付  送金
６日（月） 貸付  １月分定期償還期限
10日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（水） 貸付  ３月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（月） 貯金  送金
22日（水） 貸付  送金

24日（金） 貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（火）

貸付  ３月22日送金申し込み締め切り
掛金等  １月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  ２月分定期償還口座振替（自振校のみ）
掛金等  １月分納期限

月の共済業務スケジュール２

月の共済業務スケジュール３

任意継続加入者への
掛金納付通知書等の送付

１　平成29年３月中に任意継続加入期間が満了する人
　３月上旬に、「任意継続加入期間満了のお知らせ」と
国民健康保険等へ加入する際に必要となる「資格証明書」
を任意継続加入者の住所宛てに送付します。
２　29年４月以降引き続き任意継続加入期間のある人
　３月上旬に29年度分の「任意継続掛金納付通知書」を
任意継続加入者の住所宛てに送付します。なお、29年度
から口座振替を開始します（本誌９頁参照）。手続き方法
等のご案内は、「任意継続掛金納付通知書」に同封します。
３　�29年度中に満75歳になり、後期高齢者医療制度の

対象となる人
　75歳の誕生日（資格喪失日）の属する月の前月分まで
の「任意継続掛金納付通知書」を送付します。75歳の誕
生月以降は広域連合に後期高齢者医療制度の保険料を納
付することになります。
　なお、誕生月の前月に事前連絡書及び75歳未満の被扶
養者が国民健康保険等に加入する際に必要となる「資格
証明書」を任意継続加入者の住所宛てに送付します（「資
格証明書」は、被扶養者の有無にかかわらず、すべての
人に送付します）。 【業務部　資格課・掛金課】

口座送金・口座振替にご協力ください

　払出証書で給付金等を受け取っている学校法人等は、
給付金等の受け取りを確実にするため、「短期給付金・
貸付金・積立貯金受取金融機関口座等申出書」により、
金融機関の預金口座への送金に変更をお願いします。
　また、掛金等及び貸付償還金を払込通知票（納付通知
書）により納付している学校法人等は、「預金口座振替
依頼書・自動払込利用申込書」により、指定口座からの
自動引き落としができる便利な預金口座振替をご利用く
ださい。
　これにより、学校法人等の換金・納付の事務負担が軽
減されますのでご協力をお願いします。手続き用紙は、
私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕又
は私学事業団までご請求ください。
 【財務部　経理第二課】

退職者向けリーフレットの訂正

　「月報私学」１月号に同封して送付しました「退職者向
けリーフレット(平成29年１月発行）」のフローチャートに
誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
　なお、私学共済ホームページ〔事務担当者用ログイン
ページ〕にPDFを掲載していますのでご覧ください。
　正　昭和25年10月１日生まれですか？
　誤　昭和26年10月１日生まれですか？
 【年金部　年金第一課】

加入者向広報「レター」３月号等の送付

　加入者向広報「レター」３月号等を３月上旬に学校法
人等宛てに送付します。送付部数は１月末現在で確認さ
れている加入者数となります。不足の場合は広報班まで
ご連絡ください。 【広報相談センター　広報班】

貸付けの申込締め切り日に
ご注意ください

　３月22日（水）送金分は２月28日（火）が申込締め切り
日となります。締め切り日（毎月15日・月末）が土・日・
祝日のときは繰り上がりますのでご注意ください。
 【福祉部　貸付課】

平 成 2 9 年 2 月 1 日　第 2 3 0 号
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）
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私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

私学情報提供システムのご案内

　私学事業団では、「学校法人基礎調査」等をはじめと
する各種調査で収集した私立学校等の情報を学校法人に
還元するため、大学法人～小学校法人を対象にインター
ネットによる情報提供サービス（「私学情報提供システ
ム」）を行っています。
　ぜひ、当システムを活用し、学校法人の経営にお役立
てください。
◆取得できるデータ
　自法人、自学校のデータのほか、都道府県別等の集計
データを出力することができます。
（例） 資金収支計算書等の財務帳票、学生生徒等数、教

職員数、教職員給与、各財務比率など
　　※ 他の法人や学校の個別データを出力することはで

きません。
◆利用上のご注意
　・ 私学情報提供システムのご利用には、本事業団が発

行する電子認証が必要となります。
　・ 操作手順の詳細は、学校法人ポータルサイトに掲載

されている操作マニュアルをご覧ください。なお、
ご不明な点等は下記にお問い合わせください。

� 【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　　　　　　　☎03（3230）7846～7848
　　　　　　　　　Eメール　center@shigaku.go.jp

受配者指定寄付金
寄付金配付申請書類の受け付け

　本年度の寄付金配付申請については、３月６日（月）到
着分までを年度内の配付（送金）とします。年度内に寄
付金の配付を必要とされる場合は、配付申請書類の提出
時期にご留意ください。
　なお、原則として、配付の対象となる寄付金は、受領
書が発行された寄付金の範囲内となっております。
　また、３月末は、寄付金の受け入れが集中するため、
寄付金受領書の発行には時間がかかりますのであらかじめ
ご了承ください。
　ただし、受領書に記載する日付（寄付金受領日）は、
寄付金が事業団に着金した日付となります。

　寄付者の決算日などの都合により、学校法人を経由し
た振込では間に合わないなどの理由から、やむを得ず寄
付者から事業団に直接寄付金を振り込む必要がある場合
は、必ず事前にご連絡くださいますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　【助成部　寄付金課】
 ☎03（3230）7317・7318・7320　
� Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

助成業務の貸付金にかかる償還
のご案内（平成29年３月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付しました「償還年次表」及び後日送
付します「貸付金返済期日のご案内」をご参照のうえ、払
込指定期日までに私学事業団指定口座にご入金ください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（事
業団の口座に入金された日）までの期間について、遅延
損害金が発生しますのでご注意ください。
　償還金の振り込みに当たっては、次の点に留意してく
ださい。
１ 　「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」の「振込

依頼書」を使用し、「電信扱い」にしてください。
２ 　インターネットバンキング等を利用する場合は、「振

込依頼書」に記載の法人番号と法人名を通信欄に入力
して、お振り込みください。

３ 　償還金は、設置学校ごとに分割して振り込まず、必
ず「学校法人単位」で一括してお振り込みください。

　※ 私学事業団ホームページ〔助成業務▶融資▶貸付金
に係るご返済について（平成29年３月）〕も併せて
ご覧ください。

【融資部　融資課】
☎03（3230）7871・7872

� Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

平 成 2 9 年 2 月 1 日　第 2 3 0 号
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編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7809～7811（企画室）

（禁無断転載）　

融資事業 の ご 案 内

宿泊施設の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
h t t p : / / w w w . s h i g a k u k y o s a i . j p /

平成29年度融資のご相談、お待ちしています！

　私学事業団融資は、長期借入・固定
金利・元金据置（最大２年間）・元金
均等償還です。
　施設整備をご計画の際は「安心で安
定感のある」本事業団資金のご利用を
検討されてはいかがでしょうか。
　29年度融資のご希望については、２
月下旬から３月上旬頃に照会予定です。

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール　yushi＠shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■融資金利表（平成29年２月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　�校（園）舎、体育館、講堂、遊戯室

等の建築事業等並びに校（園）地の
買収事業等

年％ 年％ 年％

0.60 0.31 0.41

【特別施設費】
　　�寄宿舎、国際交流会館、セミナー

ハウス等の建築事業並びに当該施
設建築のための土地買収事業等

0.70 0.41 ―

【教育環境整備費】
　　�校教具（幼稚園、特別支援学校、

専修学校が対象）、通園バス、大
型設備・情報技術整備等の購入

― 0.31
5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.31
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

ご相談はお早目にどうぞ

湯河原　 敷
しき

　島
しま

　館
かん 〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745　☎0465（63）3755

（JR「湯河原」駅から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで「美術館前」下車、
すぐ前）

お刺身コース
　１泊２食（２名１室／１名様）13,300円
会席コースのお刺身をちょっと贅沢にしており
ます。
金目鯛姿煮付「金目鯛コース」（１泊２食11,800円）
もご用意しております。
＊各コース２名様より承ります。
取扱期間：通年（ゴールデンウィーク、盆休み、
　　　　　　　　年末年始を除きます）湯河原梅林 お刺身コース　写真は２名様分（イメージ）

２月上旬より幕山公園にて梅まつり（２/４～３/12）が開催されます
「梅の宴」の後は、源泉掛け流しの温泉でゆっくり温まりませんか！

京　都　白
しら

　河
かわ

　院
いん 〒606-8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16　☎075（761）0201

（JR「京都」駅・阪急「河原町」駅・京阪「三条」駅、それぞれからバス⑤番国際会
館駅・岩倉行きで「岡崎法勝寺町」下車、すぐ前）

ご宿泊プラン　１泊２食（２名１室／１名様）
本格的京会席コース（夕食の内容により料金が異なります）
　12,900円　14,000円　15,200円
お食事プラン
会席コース　6,000円　7,100円　8,300円（昼夜共通）
ミニ会席　　4,700円
湯豆腐会席　3,800円　昼のみ
松花堂　　　3,500円　　　取扱期間：通年 宴会場白河院庭園（京都市指定名勝）

閑静にして雅な風情、非公開文化財特別公開に京の美を訪ねる
【第51回「京の冬の旅」（京都市観光協会主催）開催中（１/７～３/18）】
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